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の資料的価値ーその収録曲目と解説から看取されるもの
Research in the significance of a historical recording, titled Chinese Folk Songs and Dancing 
Music
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1967年日本寄倫比E唱片公司 韓行了一張唱片 “中国民歌和民族舞曲”（XE-17-S）。 由中国
北京民族集圏， 中国歌舞圏表演， 主要曲目包括映西民歌 “藍花花”，雲南民歌 “摘調”，民族
器集合奏曲 “将軍令”“落族舞曲”等代表各個中国音築領域的名曲。 骸唱片作馬一個歴史資
料， 同時従中国音祭目前的表演風格来看， 有何意義等問題， 筆者進行探討， 市得到了下面的
結論。 従其表演内容和風格上， 我例可以聴到， 現在韓行的中園音祭音響資料富中不容易投到
的侍統風味。 尤其是民歌的唱法是顕現在所流行的大不相問。 器集曲方面， 也可以知遁其改編
初歩定型的情況。 還有， 曲目解説裡面， 可以認識到富時在日本普及中園音黛的種種局面。 即
可以説該唱片劃把中園音繁介紹到日本起了恨大的作用。

は じ め に 研究の動機 と 目 的

他国の音楽文化 を理解す る 手段 と し て、 レ コ ー ド は重要な役割 を果た し て き た。 今日の日本では少
なか ら ぬ数の 中 国 音楽のCDが制作、 販売 さ れて い る が、 嘗て極 め て 少数 と は い え ア ナ ロ グ時代 に も
中 国音楽の レ コ ー ド は発行さ れてお り 、 そ の稀少 さ 故の レ コ ー ド l枚の も つ 情報源 と し て の 意味合 い
は、 今 日 と は比べ も の に な ら ぬ程大き か っ た も の と 推測さ れ る 。 本稿はそ う し た 日 本で発行さ れた 中
国音楽の ア ナ ロ グLPの 中 か ら 、 コ ロ ム ビ ア 世界民俗音楽シ リ ーズ「 中 国 民謡 と 民族舞踊曲 （中 国 北
京民族楽団、 中国歌舞 団 ）J (XM-17-S 日 本 コ ロ ム ビ ア 1967） を 取 り 上 げ、 文化大革命(1966-1976)
前 の 中 国音楽の情況 を 記録 し た も の と し て、 その 資料的価値 を 検討 し 、 今 日 的意義 を 考察す る も の で
あ る 。

日 本発 行の 中 国 音楽のCDに 関 す る 初歩的な研究 に は拙稿が あ る が｛引に中 国音楽の ア ナ ロ グLPに
つ い ては、 そ の後 も 中 国音楽研究の プ ロ パーに よ る 音楽学的な視点か ら の論著は ま だ見 ら れな い よ う
で あ る 。 そ こ で、 今回は一つ の 試 み と し て筆者が 中 国音楽研究 に 関わ り 始め た 時期 の、 重要な録音資
料 と し て忘れ難 い存在で も あ る 同 レ コ ー ド の収録内容お よ びその解説か ら 、 読み取れ る 情報 を抽出 し 、
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さ ま ざ ま な点か ら そ の資料的価値、 有効性 を提示 し た い と考え る 。
レ コ ー ド の 音楽資料 と し て の価値に つ い ては、 吉田 (1981)が『音楽大事典』 の 「音楽資料」の

【視聴覚資料］に お い て次 の よ う に指摘 し て い る 。 「 資料 と し て新 し い だけに、 性格や価値が定 ま っ
て い な い。 他の資料が伝 え る のは音そのものではな く 、 音に つ い て の 間接的情報で あ る に す ぎな い が、
視聴覚資料は直接性 を 特徴 と す る 。 こ の点が長所でもあ り ま た欠点でもあ る 。 直接性がそ の ま ま 不確
定 さ へ と つ な が る 。 し た が っ て、 そ の教育的価値はともか く 、 資料 と し て の有効性 を 見き わ め る に は、
こ れか ら の評価 を待たねばな ら な い。 …… （中 略） レ コ ー ド は、 そ の発明以降すで に 1 世紀 を経過 し 、
そ の 物理特性 の 向 上 に よ る 、 ま たそ の広範な普及 に よ る 資料価値の増大は目 を見張 る ばか り で あ る 。
各時代 ・ 民族 ・ 個人 の 音楽様式の保存に と っ て必須のもの と な り つ つ あ る 。 し か し 、 レ コ ー ド に よ る
音響は あ く ま で、 電気的 ・ 物理的 に作 ら れたもの で あ る と い う 限界 を 認識 し な けれ ばな ら な い。 一

（以下略）J 。
そ こ で、 吉田が指摘 し た資料 と し ての レ コー ド 音楽の直接性や限界を意識 し つつ、 本稿では本 レ コ ー

ド の収録内容、 すなわ ち 、 記 さ れて い る 演奏者、 編曲者、 楽曲 に 関 す る 情報、 お よ び解説者の ス タ ン
ス を近年 の 資料 を 活用 し て検討 し 、 現時点でで き う る 限 り 、 研究資料 と し て の レ コ ー ド の発展的可能
性 を提示 し てみ た い 。 そ し て、 そ れ に よ っ て 中 国音楽が 日 本へ紹介 さ れ る 上で本 レ コ ー ド が発行 当 時
ど の よ う な意義 を 持 っ て い た のか、 そ し て今 日 ど の よ う な意義 を 持ち う る か と い っ た、 日 本 に お け る
中 国音楽受容の 問 題 を論 じ る 際の一助 に し た い と も考え る 。 以下、 本 レ コ ー ド に 記録 さ れた情報 を も
と に ど の よ う な 問題が展開 し う る か具体的 に見て い こ う 。

I 演奏者、 編曲者、 収録曲目に聞する情報の概要
本稿で取 り 上 げた コ ロ ム ビ ア 世界民俗音楽シ リ ーズ『 中 国民謡 と 民族舞踊曲 （中 国 北京民族楽団、

中 国歌舞団 ）』は1967年 に 発行 さ れた 30セ ン チ盤LPで あ る 。 そ し て、 そ の 3 年後 の 1970年 に は、 そ の
収録曲 を 1 曲割愛 し た形で 17セ ンチ盤2枚も発売 さ れて い る の で、 以下、 それぞれ を 30セ ン チ盤、 17
セ ンチ盤 と 略称す る 。

そ の 二 点 のLP （ こ こ で は 17セ ン チ盤2枚を一点 と す る ） と も録音デー タ が な い が、 発行時期 は 30
セ ンチ盤、 17セ ン チ盤それぞれ 1967年9 月 、 1970年4月 と 明記 さ れて い る 。 30セ ン チ盤 の ジ ャ ケ ッ ト
の裏には、 A SUPRAPHON-RECORDINGS PRODUCTIONの文字があ る の で、 使用 音源は帯 の 部 分 に
記 さ れて い る コ ロ ム ビ ア イ ン タ ーナ シ ョ ナルが包括す る 世界の レーベル中 の チェコ ・ ス プ ラ フ ォ ンで
あ る こ と がわ か る 。 そ し て、 17セ ン チ盤の解説者、 江波戸昭は「 こ こ でお 聞かせす る の は、 プ ロ の内
容か ら みて、 文化大革命前、 初 回 の 来 日 (1958） と ほ ぼ同 じ こ ろ に録音さ れたもの と 思わ れ る 」｛佳引
と 述べて い る が、 そとま で年代 を 特定す る こ と は難 し い と し てもそ の指摘 を 待つ ま でもな く 、 収録曲
目 名 お よ び30セ ン チ盤の解説 を 見れば、 その録音は文化大革命以前のもの で は あ る が、 第二次世界大
戦前 に遡 る こ と はな く 、 中華人民共和 国成立(1949） 以降のもので あ り 、 50年代か ら 60年代前半 ま で
の 聞 と 考 え て ほ ぽ間違い な か ろ う 。 そ し て、 それ ら が発行 さ れた 1967・ 70年 と い え ば、 文化大革命の
前半期 に相 当 し 、 中 国大陸か ら は 中 国伝統音楽に関する情報が途絶え、 音源の入手が極 め て 困難 な時
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代であ っ た。
ま ず収録曲 目 だが、 30セ ンチ盤では 日 本語 に よ る 曲 名 、 ［中 国語 に よ る 曲 名 ］ そ れ に続 く 括弧内 に

そ の音楽ジ ャ ンルが行わ れ る 、 あ る いは関連す る 地域名 が添え ら れて次の よ う に 記 さ れている 。

サイ ド A
1 ／小 さ な粉ひき場［小磨房］ （河北省）

2／山歌 （雲南省）
3 ／ も ろ も ろ の鳥、 鳳の も と に集 う ［百鳥朝鳳］ （山東省）
4 ／将軍の 曲［将軍令］ （北京）
5／さ あ仕事だ［生産忙］ （東北省）
6 ／赤い絹の踊 り ［紅綱舞］ （東北省）

サイ ド B
1 ／ヤ オ族の踊 り ［務族舞曲 ］ （広西 ・ 雲南省）

2／なぞう た［猪調］ （雲南省）
3 ／川に水は り 、 波 う ちょせ り ゃ［大河極水沙浪沙］ （雲南省）
4 ／マイ ラ ［璃依技］ （新彊カ ザ フ 族 自 治区）
5／新生活説経節［翻身道情］ （陳西省）

6 ／ ラ ンホアホア の歌［藍花花］ （陳西省）

演奏者 は 中 国 北京 民族楽団 （団長：王宰／指揮：泰鵬章） [A= 1 ～ 4 , B= 1 ～ 4 ］、 中国歌舞 団
（団長：季換元） [A= 5～6 , B= 5～6 ］ と 書かれている 。

一方、 17セ ンチ盤の方は「将軍の 曲J 1 曲 を 除いた 30セ ンチ盤の収録曲が 中 国一l漢民族、 中 国一
2少数民族（住3）と 題 さ れ た2枚に振 り 分 け ら れ て い る 。 そ の 書 式 の 原 型 を 保持 し つ つ 次 は 書き写す
（曲名 へ の カ タ カ ナ のル ビ お よ び中 国語 ピ ンイ ン に よ る 発音表記は省略 し た ）。

中 国一 1 （漢民族）
A＝サイ ド ＝B

小 さ な粉ひき場［小磨房J = 1 ＝さ あ 仕事だ［生産忙］
（河北省） （東北省）

赤い網の踊 り ［紅網舞J =2＝新生活説経節［翻身道情］
も ろ も ろ の鳥、 鳳の も と に集 う ［百烏朝鳳J = 3 ＝ ラ ンホワホワの歌［藍花花］

中 国北京民族楽団 （団長：王宰）、 指揮：泰鵬章） A- 1 , 3 
中 国歌舞団 （団長：季倹元） A-2, B- 1 , 2 ,  3 
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中 国一2 （少数民族）
A＝サイ ド ＝B

山歌［山歌］ = 1 ＝ヤオ族の踊 り ［洛族舞曲 ］
（雲南省） （広西 ・ 雲南省）

なぞう た［猪調］ = 2 
（雲南省）

川に水はり、 波うちょせりゃ［大河極水沙浪沙］ = 3 
（雲南省）

マ イ ラ ［璃依控］ = 4 
（新彊カ ザ フ 族 自 治 区）

中 国 北京民族楽団 （団長：王幸、 指揮：泰鵬章）

そ し て、 それ ら の収録曲 目 を ジ ャ ンル別 に みる と 、 （1）民謡 ・ 語 り 物、 （2）歌舞曲、 （3）器楽曲 に 大別 で
きる の で 、 そ れ に し た が っ て そ の 内容 を整理 し て み よ う 。 尚、 江波戸は 曲 目 部分 の 解説に つ いて 、

「 村松一弥氏 の執筆 さ れた も の を 、 主 と し て転載さ せていただ く 」 と 述べてお り 、 実際そ の よ う な記
述内容 と な っ ている ので、 こ こ で は村松の解説内容を中 心に論 じ る 。
(1) 民謡 ・ 語 り 物

「 山歌」 では、 それが山 ご し に相愛の男女が う た い かわす歌で、 歌い手の張嘉玲が1955年 ア マ チ ユ
ア 音楽舞踊コ ン ク ールで重慶市学生代表隊の一員 と し て 出場 し 好評 を 博 し た ア マ チ ュ ア 民謡歌手 で あ
る と 紹介さ れている が、 歌詞の 大意の みで訳詞は な い 。 「 さ あ仕事だ」 は東北民謡で、 在来の 民謡の
旋律 に 新 し い歌詞 を つ け た い わ ゆ る 新民謡、 音頭取 り の う た う 領唱につれて、 みなが斉唱す る 型式は
中 国 民謡中 の作業唄で好んで用 い ら れる も の と 説明 さ れ、 歌詞の訳詞が添え ら れている。 「 なぞ う た」
は軽快活発な愛 ら し い なぞなぞ問答の う た で、 その歌手名 （張嘉玲） と 訳調が載せ ら れている 。 「 川
に 水 はり波 う ちょせ り や」 は歌手名 （張嘉玲） と 訳調のみ。 「 マイ ラJ は カ ザ フ 族 の 民謡を洋楽指揮
者の 丁善徳が編曲 し 、 ピ ア ノ 伴奏を つ けた も ので、 羅析祖と い う 演唱者名 と 曲名の マ イ ラ がカ ザ フ 族
の歌上手 の 美女 の 名 と 記 し て い る が、 訳調はない。 「 新生活説経節j で は ジ ャ ンル名の 「 道情J（道教
系説経節） の説明があ り 、 こ れ に 中 国民主青年団文工団が新 しい歌調 を つ け て農民の新生活 を 表現 し
た も の と 述べ、 同 団員 の李波が管弦楽の伴奏で歌っ てお り 、 それは ブ タ ペ ス ト で聞かれた第2回国際
青年学生平和友好祭の独唱コンクールで2等賞を得た こ とが紹介され、 訳調 も つけられて いる。 「ラ
ンホアホア の歌」 は裏声 も 用 い る 独特 の 民族的発声法で歌われて い る こ と 、 封建的な婚姻の反抗 し た
ラ ンホアホア （藍花花） と い う 女性 を た た え る 内容で あ る こ と 、 そ し て そ の 訳調、 演唱者の劉燕捧は
西北文工団 に 属す る 歌手で あ る こ と などが記 さ れて い る 。
(2) 歌舞曲

本 レ コ ー ド 中 、 唯一の歌舞曲f赤い網の踊 りJ では、 東北民間舞曲で、 秩歌 と い う 田 楽芸能 におい
て秩歌隊と よ ばれ る 歌舞芸人の行列が町や寺廟の広場を練 り 歩 く ときに演 じ ら れ る 踊 り と 説明があり、
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そ の他踊 り の様子 と 伴奏楽器名 が書かれて い る。
(3） 器楽曲

「小 さ な 粉 ひ き 場」 に つ い て は河北民間器楽合奏で、 「河北省農村 の ア マ チ ュ ア 楽 団 に よ っ て、 婚
礼 や祭礼 の 際 に 、 唄哨 （ ソ ナ） と 呼ぶチ ャ ル メ ラ を 中 心 と し て、 管子 （ひ ち り き ） ・ 笠 ・ 横笛 な ど の
管楽器 と 、 ド ラ ・ シ ンバ ル ・ 太鼓な ど の打楽器 と で奏 さ れ る 陽気な合奏」 と 要領 よ く ま と め ら れ て い
る。 「 も ろ も ろ の鳥 、 鳳 の も と に集 う J は主奏楽器の噴哨 が鳥 の鳴き 声 を描写す る と い う 曲 の 内容 と 、
こ の 曲 は 1 954年の全 国 民間音楽舞踊大会で山東荷沢専区代表隊 が演奏 し 評 判 を と っ た こ と が書かれて
い る。 「将軍の 曲」 は 民間器楽合奏 と し て編曲者、 彰修文 の 名 と 略歴が書かれ、 劇音楽の伴奏音楽 と
し て 照幕 前や凱旋行 進 の 場 な ど に用 い ら れ る 曲 と し て、 使用 楽器名 が列挙 さ れて い る。 「ヤ オ族の踊
り J は民族管弦楽器合奏 と し て、 作曲者名 と 編曲者名 （彰修文） が記 さ れて い る。

以上 の よ う に村松の 曲 目 解説は楽曲 の理解に有益 な情報 を 多数盛り 込み な が ら 、 要所 を 確 実 に押 さ
え て お り 、 さ ら に解説全体 の 前 半部分ではそれぞれの音楽 ジ ャ ン ル に関す る 基本的情報 を 述べ、 全 体
と し て理解が深 ま る よ う に工夫 し て い る。

II 演奏者、 編曲者、 収録曲目に関する情報の検討
こ こ で は I の概要 を ふ ま え た上 で、 演奏者 （団体お よ び個人） 、 編曲者、 音楽ジ ャ ンル、 収録曲 目 、

演奏ス タ イ ルな ど を 検討の ポ イ ン ト と し て 設 定 し 、 近年の資料 を駆使 し て録音お よ び解説 に関す る 情
報 を訂 正、 あ る い は補足 し な が ら 検討 し て、 そ こ か ら看取さ れ る問 題 を 導 き 出 し 、 本レ コ ード の 資料
的価値 を論 じ てみ よ う。
( 1 ） 演奏者 （団体、 個 人） お よ び編曲者に関す る 情報

ま ず、 2 つ の演奏団体一 中 国歌舞団、 中 国北京 民族楽団 に つ い て だが、 実 は そ の 呼称 を 中 国語 の 中
国音楽関係 の 諸資料 に見い だす こ と はで き な い。 それは下記 の経緯 に起 因 す る も の で あ る。
a. 中 国歌舞団 と 中 国北京 民族楽団 に つ い て

『 中 国 の 音楽』 （p . 1 66） に は、 「 1 958年 に 日 本 を 訪れた 中 国 歌舞 団 は 中 央歌舞団 団 員 を 主体 に 編成
さ れた も の で あ っ た」 と あ り 、 ま た 『都民劇場第 1 0 1 号』 （p. 2） に も 「 こ の 来 日 し た 中 国 歌舞 団 は 、
中 国一流の顔ぶれか ら 選抜編成さ れた 中 央歌舞団 を主体 と し、 こ の ほか に地方歌舞団 の優秀な メ ンバ ー
を加えて組織 さ れた も の」 と 同様 の こ と が書かれて い る。 よ っ て、 それ は海外公演 の 際 の特別 な編成
お よ び呼称で あ っ た と 判 断 さ れ る。

も う 1 つ の 北京 民族楽団 に つ い て は、 『 中 国当 代音楽』 （p. 1 04） の 「第一節 民族管弦楽 の 成長期
( 1 949- 1 965年） 1 . 民族楽隊 建 設 及びそ の改編曲」 に お い て、 50年代前期、 中 期 を 民族管弦楽団 が急
速 に 発展 し た 時期 と 位 置づけ、 成立 し た 楽団名 を次 の よ う に挙 げて い る ： 上海 民族楽団 ( 1 952） 、 中
央歌舞団 民族管弦楽隊 ( 1 952） 、 中 国広播 民族楽団 ( 1 958） 、 中 国電影楽団 民族管弦楽隊 ( 1 956） 、 上
海電影楽団民族管弦楽隊 ( 1 956） 、 前衛 歌舞団 民族楽隊 ( 1 956） 、 中 央民族楽団 ( 1 960） な ど。 ま た 、
『当 代 中 国音楽』 （pp.1 68- 1 69） の 「第七章 民族楽隊合奏曲 第一節歴史 的 回顧 」 で は 、 60年代初頭
ま で に 設 立 さ れ た 民族楽団 と し て、 中 国広播 文工団 楽隊 ( 1 953） 、 中 央歌舞団 民楽隊 ( 1 95 2）、 中 央 民
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族楽団 ( 1 960） な ど を挙 げ、 中央民族楽団 の前身は中央歌舞団民楽隊 であ る こ と が明記 さ れて お り 、
そ し てそ の こ と は 『 中 国音楽詞典 （続編） 』 （p . 274） で も 確認さ れ る の で、 こ こ で い う 中 国北京 民族
楽団 と は 中 央民族楽団 を指 し て い る と 考 え て よ さ そ う であ る。 ま た、 そ れ に関連 し て 同楽 団 に密接 に
関わ っ た 人物 と し て秦鵬 章、 李換之 の 名 が挙 げ ら れて い る こ と か ら も 、 本 レ コー ド に記 さ れて い る 中
国北京 民族楽団の指揮者名 と 中 国歌舞 団 の 団長名 は 明 ら か に誤植 ( 1 7セ ン チ盤 に も そ の ま ま 受 け継が
れて い る ） で、 泰鵬 章 （誤） →秦鵬 章 （正） 、 季換元 （誤） → 李換之 （正） の よ う に訂 正 さ れねばな
ら な い こ と がわ か る。
b. 演奏者 （個人） に関す る 情報

民謡歌手で は 「 ラ ン ホ ア ホ ア の 歌」 の演唱者、 劉燕 平は 『中園 芸術家辞典現代第二分冊』 、 『 中 国音
楽家名録』 な ど を参考 に す る と 、 「 1 932生 ま れ の北京 人。 1 945年西北文工団 に 入 団。 新歌劇 『白毛 女』
の黄母 や 王お ば さ ん の 役、 『兄妹 開荒』 の妹 役、 秦腔 の古典演 目 を も 演 じ 、 1 964年陳 西省 歌舞劇院 歌
劇 団副団長、 1 990年中央民族楽団副団長 と な っ て い る J 輝か し い 経歴の持ち 主であ る こ と がわ か る。

「新生活説経節J の演唱者、 李波 に つ い て は、 『中 国音楽調典 （続編） 』 （p . 1 03） に 「 1 9 1 8年 1 2 月 生
ま れ。 河北 曲陽人。 1 943年王大化 と と も に 『擁軍花鼓』 を 上演、 新 し い棋 歌 と 称 さ れた。 同 年、 新 し
い棋 歌劇 『兄妹 開荒』 の創作、 演奏 に参加 し た。 陳西お よ び山西な ど の 民謡 を 得意 と す る。 1 979年 に
中 国歌劇舞劇院 の指導 グルー プメ ンバ一 、 1 980年 に は 同院 の顧問 と な っ て い る」 こ と が記 さ れ て い る。
「兄妹 開荒j に つ い て は 『中 国音楽調典』 （p .438） に 、 「王大化、 李波、 羊路が シ ナ リ オ創作、 作 曲 は
安波。 1 943年 に 創作。 そ の 年 の 春節 に、 魯迅芸術学院秩 歌隊 の 王大化、 李波 に よ っ て延安 にて 初演」
とあ り 、 劉燕平 と 同 様、 中 国 民謡 ・ 民俗 芸能界の重 要 人物であ る こ と がわ か る削｝。 「マイ ラ 」 の 演唱
者、 羅析祖 に つ い て は、 『音楽欣賞 手冊 （続集） 』 （p . 844） に 「1 932年生 ま れ。 北京 人、 1 956年よ り 2
年 間 に 中 央音楽学院 で 教 え 、 後 に 中 央実験歌劇院 に 配属」 な ど とあ り 、 『当 代 中 国音楽』 （p .366） の
「二、 ヨー ロ ッ パ伝統歌唱法」 の 中 に も 数行の紹介記事があ る。

そ し て 、 こ れ ら の 歌手 を 歌唱 ス タ イ ル別 に 紹介 し た も の と し て 『当 代 中 国音楽』 （pp . 358・368） の
「第三 節 各種歌唱法、 各種演唱ス タ イ ルお よ び代表人物」 が参考 に な る。 「一、 2 . 民族新歌劇 の演
唱で知 ら れ る 歌 い 手」 と し て 李波、 劉燕平 ら の 名 が、 そ し て 「 3 . 地方民族的特色のあ る 歌曲 の 演 唱
に優れた歌手」 と し て雲南 か ら は黄虹位5） の 名 が挙 げ ら れて い る。

し か し 、 一連の雲 南 民謡 を 歌 っ て い る張嘉玲 に つ い て は さ ら に調査が必 要 で、 今後 の 課題 であ る が
が、 SERAPHIM レー ベルの レ コ ー ド1加Peking Opera に張嘉玲 の 「川 に 水 は り 、 波 う ち ょせ り や」
の録 音 (1 955） が残さ れて い る ので、 代表的な民 謡歌手 と し て海 外公演 を 行 っ て い た こ と が推察され
る。 それか ら 、 村松、 江 波戸 の解説 に は 「さあ仕事だ」 の演唱者名が書か れて い な い が、 こ れ に つ い
て は後述す る。
c. 編曲者に関す る 情報

指揮者の秦鵬主主 に つ い て は あ ま り 書かれてな い が、 民楽の 先駆者 と し て重要であ る の で、 押 さ え て
お く 必要があ る。 『 中 国音楽 詞典 （続編） 』 （pp . 146・147） に よ れ ば、 「 1 91 9年上海 生 ま れ。 伝統楽器の
新形式 に よ る 合奏形態 を 模索 し た “大 同楽会” の メ ンバー と し て活 躍。 1 950年代以降 の 活動 に つ い て
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は、 1 954年 中 央歌舞団楽隊 の指揮お よ び芸術監督。 1 96 0年 よ り 中 央 民族楽団 の指揮者 と な り 現在 に 至
る…… （ 中 略） 、 作品 に は 1 957年 に管弦楽曲 『春節序曲』 と 『落族舞曲』 な ど を 民族管弦楽 曲 に 改編」
と あ る。 2002年 に死去。

編曲者 と し て紹介 さ れて い る彰修文は、 『中 国音楽詞典 （続編）』 （pp.l 40- 1 4  l ） 『 中 国芸術家辞典現
代第一 分冊』 な ど に よ れ ば、 「 1 93 1 年生 ま れで、 1 953年よ り 中 央放送 民族楽 団 の 指揮者、 作 曲 家 と し
て活 躍 し た 民楽界の重鎮 の一 人」 で、 ア レ ン ジ し た多数 の 曲例 と し て 「将軍令」 「揺族舞曲J 他 の 名
が挙 げ ら れて い る。 そ の他、 ム ソ ル グス キー の 「展覧会 の絵」 な ど 西洋管弦楽作品 を 中 国楽器の オ ー
ケス ト ラ で演奏する 実験的試み を 熱 心 に 進 め た な ど、 その後の活 躍 ぶ り は周知 の通 り で あ る。 1 9 96 年
に死去。

それか ら 、 両 レ コ ー ド の解説では言及 さ れて い な い が関連す る 重要人物 と し て 劉織 を挙 げ る こ と が
で き る。 『中 国音楽調典 （続） 』 （p. l 16 ） を見る と 、 「 1 9 2 1. 4. 1 7西安生 ま れ の 作 曲 家。 1 943年 の棋 歌運
動 中 に、 『運塩去』 『翻 身道情』 等 の秩 歌劇挿 入 曲 を創作、 改編。 1 949年解 涼 と と も に 東北民謡 「 生産
忙』 を 改編 （ レ コ ー ド は 中 国唱片52259） 」 し て い る こ と がわ か る。 ま た、 『 中園 芸術家辞典現代第一
分冊』 に よ れば、 『荷花舞』 な ど の舞踊音楽 も残 し て い る こ と が知 ら れ る。 1 998年 に死去。

李換之 に つ い て は 団長 と だけ書かれ、 レ コ ー ド 解説 に は演奏者、 編 曲者 と し て は 紹介 さ れ て い な い
が、 や は り 重要人物 と し て銘記 さ れて し か る べ き で あ る。 『中 国音楽調典 （続編） 』 （p. 1 06 ） に よ れば、
「 1 9 1 9年香港 生 ま れ。 作曲家J 、 50年代以降の 主な要職 を拾 い 出す と 、 「 中央歌舞団芸術委員会主任 ( l
952. 1 2） 、 中 央民族楽 団 団 長 ( 1 96 0. 2） 、 同 名誉 団長 ( 1 983） な ど」 と あ り 、 「 1 980年 に 同楽団 を 引 き
連れて 日 本公演 を行 っ た」 こ と も 記 さ れてお り 、 それに つ い は、 レ コ ー ド 録音 も残 さ れて い る （【 録
音資料】 を 参照） の で記憶 し て い る 方 も お ら れ よ う。 2000年 に死去。

「マイ ラ J のピ ア ノ 伴奏 を ア レ ン ジ し た丁善徳は 『中園 芸術家辞典現代第三 分冊』 そ の 他 に あ る よ
う に 、 主要作品 に管弦楽 曲 「長征J 、 ピ ア ノ 曲 では新彊音楽を題材 に し た も の が よ く 知 ら れ る と こ ろ
で あ る。 枝葉末節的な こ と だが、 解説では洋楽系 の指揮者 と な っ て い る が、 作 曲家 と い う 方が正確で
あ ろ う。

こ の よ う に、 本 レ コ ー ド に は伝統音楽の演奏家、 編曲者のみな ら ず、 洋楽系 も 積極 的 に参与 し て い
る こ と がわ か り 、 それだけ で も当 時 の 中 国音楽界の情況 の一端が伺え る わ け で あ る。
(2) 収録曲 目 に 関す る 情報

こ こ で も 、 I と 同様、 ジ ャ ンル別 に 整理 し て述べ る。
a. 民謡 ・ 語 り 物

「な ぞ う た」 は 『音楽欣賞手冊』 （p.77） に は 「雲南 の 子供 の 遊 び歌。 全 曲 は最 高 音 の ド か ら 最低
音 の ソ ま で広 く 、 九小節 を一気町 成 に相 手 に息 も つかせずに質問 す る よ う に 唱わ れ る J と あ り 、 楽譜
（ 『 中 国 民歌第二巻』 ほか） で も そ れ を確認す る こ と がで き る。 『中 国音楽調典』 （p.28） で は、 微妙な
音高 を示す フ ァ の音 の 面白 さ が指摘 さ れて い る が、 レ コ ー ド 解説 と 同 様、 少 数 民族 の 民謡 な の か漢 民
族の 民謡な の か は 明 ら か に さ れて い な い。 そ の点 に つ い て は、 『中 国 民歌選』 「音楽欣賞 手冊』 な ど で

漢 民族 の 民謡 と し て扱われて い る よ う に、 多 く の場合漢 民族 の 民謡 と し て認識 さ れて い る の で、 少 数
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民族の 民謡 と は言 い 難 い が、 た だ、 そ の 大元は少 数民族の も の で あ る 可能性 ま で は捨 て き れ な い （例
え ば、 四 川 民謡 「康 定情歌」 の よ う に）。 『中国 音楽詞典』 （p. 28） で は『雲 南 イ 族地域で広 く 歌わ れ
て い る 」 と だけ記 し て い る が、 『中国 民歌 （第二巻） 』 （p .77） で は 「なぞ う た」 の 楽譜 （数字譜） の
注 と し て、 次 の よ う な記述があ る。 「なぞう た は も と も と昆 明地域 の イ 族の 山 歌で、 昆 明 の漢 民族農
村で も広 く 歌われて い た。 各段の コ ー ダの “ルオ ウ ェ イ ” と い う 歌詞はイ 族の 生み字で あ る 」 つ ま り 、
歌詞 の イ 族の言語 が残 さ れて い る と い う の で あ る。 「なぞ う た」 の よ う に 少 数民族 の 曲 を漢 語 で 歌 っ
た と 思われ る 例 は珍 し い こ と で はな く （ 「マイ ラ」 は完全 にそ の タ イ プ） 、 そ こ か ら それ は い つ 頃か ら
か と い う 興味深 い問 題 が沸 き 上が る が、 こ れは本稿 の範囲 で は な い の で、 別途 の機会 に譲 る。 「川 に
水 は り 波 う ち ょせ り ゃJ は 『 中国 民歌 （第二巻） 』 （pp .58・60） に は楽譜 に 加 え て 「雲南省 の呈貢地方
の漢 民族 の 民謡 を 金律 と い う 人物が記録 し た」 と 書かれて い る。 『中国 音楽調典 （続編） 』 （p . 29） で
は変音 の フ ァ の こ と を 指摘 し てお り 、 こ の 曲 で も フ ァ の 音 を 味わ う こ と がで き る。 「 山 歌」 は正確な
曲 名 は不明で、 強 い て言 え ば 「要 山調J （参考文献 の 『雲南民歌選』 掲載の楽譜 を 参照） が近 い よ う
に思われる が、 さ ら に詳細な調査が必要で あ る。

「藍花花」 は 名 曲 だ け に楽譜 （ 『 中国 民歌 （第一巻） 』 『中国 民歌選』 な ど） 、 録音、 解説な ど情報 も
多 い が、 演奏ス タ イ ル に つ い て は最近の演唱者の録音 と 比較 し てみ る と 、 横笛 の み の伴奏で歌 う 劉燕
平 に よ る こ の録音は ま さ に ー聴の価値があ る と 感 じ る。

「 さ あ 仕事だ」 は 『音楽欣賞 手冊 （続集） 』 （p .383） の記事が役立つ。 「東北新民謡。 土地改革運動
後 の翻 身す る 農民が一心 に 生産 を 発展 さ せて い る こ と 、 新 中国 を 建 設 す る労働熱意、 主人公 と な っ た
誇 り を 歌っ た も の」 と あ る。 そ し て、 解説 に は記 さ れて い な い演奏者、 合唱 団 に関す る 有益 な情報 を
近年の幾つか の文献か ら 引 き 出 す こ と も で き る。 『中国 当 代音楽』 （pp .42・44） で、 同 曲 の演奏団体 に
つ い て は、 「 中 央歌舞 団 の 民間合唱隊 （ 「陳北女声 民歌合唱隊」 ） は 民謡合唱 の 発展 に 大 き な推進的役
割 を 果た し た。 こ の 民間合唱隊 は 1 953年 に成立J。 そ し て 『中国 当 代音楽』 （p .42） に よ れ ば、 「 中 央
歌舞団 の 民間合唱隊 （ 「陳北女声民歌合唱隊J ） は 民謡合唱 の発展 に 大 き な推進的役割 を果た し た。 こ
の民間合唱隊 は 1 953年に成立。 責任 者の 王方亮 と張樹楠 は陳西北部の綴徳、 米脂一帯 に 赴 き 、 3000人
の 中 か ら 20人余 り の 民間 の 歌 い 手 を 選抜し 、 民間合唱 団 の核 と し た」 こ と 、 そ れ に 続 い て 50年代初期
の優秀な 民謡合唱作品 と し て 「 さ あ 仕事だ」 の 名 も挙 げ ら れお り 、 「東北民謡、 解 泳、 劉織編 曲、 合
唱編曲李換之」 と 詳細 に 書かれて い る。

さ らに重要な の は、 演奏ス タ イ ル （発声法） に 3 タ イ プがあ っ た こ と で あ る。 『中国 当 代音楽』 （p .
44） では 「さ あ 仕事だ」 な ど の 曲例 を挙 げた後、 「50年代 の 民謡合唱 は演奏ス タイ ル の 上で 3 種 の タ
イ プの 基 礎 を 築 き 上 げた。 1 つ め は完全な る 民謡歌唱法 （ 「土着的 な 声J ） 、 2 つ め は普 通 の 合唱歌唱
法 （西洋的な 声）、 そ し て 3 つ め は音頭取 り の 独唱者は土着的、 合唱は西洋 的 と い う 第 1 、 第 2 を融
合 さ せた形で あ る 」 と 述べ ら れて い る。 本 レ コ ード の 同 曲 の演奏は、 演奏ス タ イ ル の第 3 の タ イ プ に
相当 す る も の と 思わ れ る。

ま た、 『当 代 中国 音楽』 （p. 1 33） に は、 「 1 9 54年春、 中央歌舞 団 の 『民歌合 唱 団』 が北京 に 正式 に お
目見え し 、 こ の 30余名 の陳北農村 の若 人か ら な る 女声合唱団は陳北民謡 に基づい て ア レ ン ジ さ れた ー
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連の合唱曲 を 上演 し た。 それ ら の 作品 は、 ア レ ン ジか ら 演奏 ま で、 民 間 の 素朴 なス タ イ ル を 保持 し て
い た。 こ の 『実験基地』 と も い う べ き 合唱団は、 長 く は続か な か っ た制｝ が、 清新でユニ ー ク な 女 声
民謡合唱曲 を 残 し た」 と 記 さ れ、 ま た 1 956年 に 中央歌舞団は混 声民謡合唱 団 を 組織 し た と さ れ、 そ の
レパー ト リ ー の 一曲 に 「 さ あ 仕事だ」 な ど の曲 名 が示 さ れ て い る。 そ の他、 こ の曲 の 記譜 に は旋 法 の
解釈 が二通 り 見 ら れ る こ と｛住71 も 興味深 い。

「新生活説経節J は 『中 国音楽調典』 （p . 1 00） では 「魯迅芸術学院 文工団が新 し い 歌詞 を当 て は め
て改編。 秩 歌劇 『減租会』 の 中 の 一段 『太陽一出満天紅』 が翻 身す る 農民 の楽観的な情 緒 を 表現 し て
い る と し て 好 ま れ、 『翻 身道情』 と 称 さ れて以来、 独唱歌曲 と し て今 日 に 至 る 」 と あ り 、 楽譜 は 『 中
国 近現代音楽史教学参考資料』 （pp .70 1・ 703、 五線譜） 、 『 中 国 民歌第一巻』 （pp . 52-56、 数字譜 ） に 掲
載 さ れて い る。 ま た、 『音楽欣賞 手冊』 （p .72） は 「賀敬之 作詞、 劉織編曲。 全曲 は六段か ら な り 、 第
一， 二， 五， 六段は 「平調」 を 用 い 、 旋律 は四度跳躍 を 多用 、 情熱 的で奔放。 中 間部の第三， 四段 は
「十字調」 を 用 い 、 リ ズム は 4 / 4 拍 子、 旋律 も伸び伸び と し て穏や か で、 対照的。 郭蘭英、 李波 ら
が よ く 唱 う 曲 」 と や や 踏 み 込 んだ解 説 を し て い る 。 実 は 、 こ の曲 は そ の 楽譜 が 『 戦 地 新 歌』
(pp .26-29） に掲載 さ れて い る こ と か ら 文革 を 生 き延びた曲 で あ る こ と がわ か る。

「マイ ラ 」 は確か に ハザ ク 族 の 民謡で あ る （ 『 中 国音楽詞典 （続編） 』 p. 1 28） が、 『ハザ ク 族民謡』
(p.241 ) の 「後記」 に書かれて い る 同書編纂 の経緯がよ り 正確な情報 を 提供 し て く れ る。 そ れ を 読 め
ば、 同書 は簡其華が 1 958-59年、 1 962- 1 963年 の 2 度 に わ た る 新彊 伊型 ハザ ク 自 治州 の 伊型 、 塔城、 阿
勅泰 の三地域 を フ ィ ール ド ワ ー ク し て収集 し 、 そ の後、 1 977年 に 王曾 が伊型直属県 に赴 き 補足調査 を
し た 時 に 得 た デー タ を も 含 め て 出版 し た も の で、 著 名 な 阿肯 を は じ め蘇爾坦 ・ 買吉提、 一転務爾、 依西
克拝 ら の 歌が収め ら れてお り 、 原文の歌調 を 阿不都 ・ 璃那甫 が整理 し 、 歌調 の漢語 訳 は忠孝、 常世傑
が担当 し た こ と な ど がわ か る。

ま た、 面白 い こ と に 同曲 を 芸術歌曲 と し て捉え る見方 も あ る。 今で もピ ア ノ 伴奏付き の 民謡 と の 認
識 も あ る が、 在 ( 1 9 9 1 ) は 『中 国現代音楽史綱』 の 「第四節 芸術歌曲 、 一、 建国後の 芸術歌曲」 に
お い て、 「 プ ロ の 作曲 家が新 し い 時代 の 新 し い 生活 を 描 き 出す芸術歌曲 を 書 き 、 50年代 中 期 か ら 60年
代前半 に は 民謡改編曲 と 創作曲 が 出現 し た」 と 述べ、 そ し て 「 1 . 民謡改 編 の 芸術歌曲」 の 一例 と し
て、 「マイ ラ 」 （ハザ ク 族民語、 丁善徳編 曲、 1 955） を挙 げて、 同時期の 民謡改編芸術歌曲 は 「民謡特
有 のス タ イ ル を 保持 し な が ら 、 伴奏 に 芸術的処理 を加え、 純朴 で上品、 奔放 か つ デ リ ケ ー ト な曲 調 に
仕上げて い る J と 評価 し て い る。

そ う し た 歌声 を 近年の演奏者 に よ る CD録音 と 比較 し て み る と 、 そ の 「激変 と も い う べ き差 異」 に
は 目 （耳） をおお う ばか り で あ る。 「 ラ ン ホ ア ホ ア の歌」 の 『中国民歌精選第一輯』 の彰麗媛 、 『民歌 ・
中 国 超牲霊』 の屈忠知 に よ る 演唱 で は、 前者はオーケス ト ラ 伴奏、 後者は横笛 と チエ ロ な ど の 伴奏
を 配 し てお り 、 も ち ろ ん、 西洋的な発声 と は趣 を 異 に す る も の の 、 裏声 は使用 せず、 劉燕平 の よ う な
裏声 を効果的 に使用 し た 野性的な響き と は 明 ら か に違 っ て い る。 こ れは、 ま さ に雑音 を廃 し て ヴァ イ
オ リ ン を 志 向 し て い る 二胡 に 共通す る傾向 が あ る と 思 う。 『民歌 ・ 中 国 繍 荷包』 の鄭新 に よ る 「マ
イ ラ 」 や 『民歌 ・ 中 国 繍 荷包』 の榔石明 に よ る 「なぞ う たJ に 至 っ て は、 シ ンセ に よ る 打 ち 込み と
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思わ れ る キーボ ー ド 、 ド ラ ム な どが大胆 に用 い ら れて い る。 現実に、 そ れ ら すべてが現代 中 国 を 代表
す る 民謡歌手た ち の録音な の で あ る。
b. 器楽曲

器楽曲 も 演奏ス タ イ ルや演奏 レ パ ー ト リ ー の変遷 を知 る 上で興味深 い 情報 を 提供 し て く れ る。 「小
さ な 粉 ひ き 場」 （河北 民間器楽合奏） は 『当 代 中 国音楽』 （p. 1 05お よ びp. 1 73・1 74） の 記述 を ま と め る
と 「河北吹 歌 よ り楊潔明が編曲 ( 1 955） 」 と な る が、 こ の 曲 は 「 も ろ も ろ の鳥 、 鳳 の も と に集 う 」 ほ
ど は 今 日 演奏 さ れ て い な い と い う 印象 を 受 け る。 「 も ろ も ろ の鳥 、 鳳 の も と に集 う 」 はス タ ンダ ー ド
レ パ ー ト リ ーと し て定着 し て い る こ と は周知 の事実で、 『 中 国 音楽詞典』 （p. 1 4） に よ れ ば、 「 山束、
安徽、 河南、 河北な どで演奏 さ れ、 中 国唱片 3 -0054甲乙、 M・2 5 1 2 の乙 の レ コ ー ド 録音J も あ り 、 さ
ら にピ ア ノ 曲 に ま で編 曲 さ れて い る （ 『 中 国音楽詞典続編』 p. 7） ほ ど か な り 広範囲 に演奏 さ れて い る
こ と がわ か る。 特 に 海外公演 に はお き ま り の演 目 の よ う で （ レ コ ー ドPeking Opera に も 収録 さ れて
い る。【録音資料】 を 参照） 、 中央楽団の 日 本公演 ( 1 974） で も 演奏 さ れた。 こ の 曲 は思想性が希薄
で あ る か ら か何度か改編 さ れなが ら 文革時期 を 生 き 残 っ た数少 な い伝統楽曲 の 1 つ で あ る。 楽曲構成
に つ い て は 『 中 国 民族音楽体系 （民族器楽巻） 』 （pp. 1 4・ 1 7） が参考 に な る が、 改編 の プ ロ セス に つ い
て は 、 『任 同祥日員耐 曲集』 （pp. 1 26- 1 3 1 ) の許 国華 「浅談任問祥 的演奏芸術 と《百烏朝鳳》 の 形成」 に
詳 し く 述べ ら れ て い る。 い ま で は逆 に貴重な も の と な っ た文革 中 の 同 曲 の録音は 『十面埋伏 （民族器
楽独奏） 』 （ 中 国 唱片M-2037） で聴 く こ と がで き る （原題 の 「百烏朝鳳」 が 「百烏争鳴」 と 改名 さ れ
て い る ） が、 それよ り も 古 い 本 レ コ ー ド の演奏はそ の初期 の形が聞 け る 別 の 意味で貴重な も の と い う
こ と に な る。 「将軍 の 曲J は 『当 代 中 国音楽』 （pp. 1 73- 1 74） の 「第二節 作品 簡述」 に よ れ ば、 彰修
文 「将軍令」 ( 1 954） と あ り 、 ま た、 80年代は改編作品 と し て 「将軍令」 （十番曲、 彰修文改編） の 名
が あ が っ て い る と こ ろ を み る と 、 同 曲 に は二つ の ヴァ ー ジョ ン が存在す る ら し く （ レ コ ー ド 『将軍令

中 国放送 民族楽団 中 国音楽名 曲選』 の解説には新 し く ア レ ン ジが施さ れた こ と が述べ ら れて い る ） 、
本 レ コ ー ド の方は旧パ ー ジョ ン と い う こ と に な る。 新パ ー ジョ ン の演奏がダ イ ナ ミ ッ ク か つ よ り 和声
的 な 響 き が濃厚 に な っ て お り 両 者 を 聞 き 比べ る と 面白 い。 「ヤ オ 族 の 踊 り 」 は 『 中 国 民族音楽体系
（民族器楽巻） 』 （pp. 238” 242） や 『当 代中 国音楽』 （p. 1 76） に 「茅玩、 劉鉄山作曲、 彰修文移植、 1 954J 、
『中 国音楽調典 （続編） 』 （p. 220） で は 「彰修文がオーケス ト レ ー ショ ン、 1 962年 に 民族管弦楽合奏諮
出版」 と 記 さ れて い る く ら い で、 文字 に よ る 情報が も う 少 し 欲 し い と こ ろ だが他ベ 録音の 方 は 日 本
で も EMI （彰修文指揮 中 国放送 民族楽団） お よ びア ル フ ァ ム ー ン （秦鵬 章指揮 中 央 民族楽団） の 2 種
のレ コ ー ド 録 音 が 出されて い るの で本レ コ ードの 演奏と 比較する こと がで き る （【録 音 資料】 を参照）。
c. 歌舞 曲 こ れは後述のE の（2）の 中 国歌舞団来 日 公演 に関す る 箇所 で扱 う 。

こ れ ま で筆者が補足 し た事項の 多 く を当 然、 2 人 の解説者 も 把握 し て い た と 思 う が、 レ コ ー ド 解説
と い う枠 の 中 で はそれら を取捨選 択せざる を得な か っ た と い う の が実情で あ ろ う。 そ こ で、 僧越な が
ら 筆者 が さ ら な る 展開 を試みた次第で あ る が、 それ以降 の 中 国音楽演奏団体の変遷、 近年 の未曾有 の
構造改革 に つ い て は、 『中 国音楽年鑑』 お よ び 『 中 国年鑑 1 997』 『中 国年鑑 1 998』 の 「音楽」 を 参照 さ
れ た い。
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IlI 中 国音楽の紹介 と い う 視点か ら みた本 レ コ ー ド の資料的価値
両 レ コ ー ド の解説 に は 上記 で扱 っ た楽曲解説部分 に 先立 つ て、 楽曲解説部分 と 内容 的 に関連づ け た

総説 と も い う べ き 部分があ り 、 双方相補 う よ う な形で全 体 を 構成 し て い る。 こ こ では、 そ の 総説部分
か ら 読み取れ る 解説者のス タ ンス と 1 958年 の 中 国歌舞団来 日 公演 プ ロ グ ラ ム を 、 本 レ コ ー ド の 収録曲
目 と 比較、 検討す る こ と に よ っ て、 中 国音楽の紹介 と い う 視点か ら 、 本 レ コ ー ド の 資料的価値 を 探 り 、
そ の 位 置づけ試み る。
( 1 ） 村松、 江 波戸 に よ る 総説 の部分

村松の解説の 冒頭では 「 こ の レ コ ー ド に収め ら れた曲は、 全般的に見る と ふたつ の 大 き な特色 を 持 っ
て い る。 そ の 第一は、 そ の 大部分が民間音楽家 に よ る き っ す い の 民間音楽で あ る こ と 、 第二は、 し か
も それが博物館入 り を し た方が い い よ う な古色蒼然 と し た て い の も の で は な く 、 新 し い 中 国 の 民衆 の
新 し い 生活感情が強 く 脈打 つ て い る 音楽 で あ る と い う こ と で あ る 」 と か、 民族楽器合奏 に つ い て は
「音質 を よ り 純化 し （従来 の 民族楽器は各地の職人が手工業的 に 作 っ た の で音高 ・ 音色が純一 で な く
大合奏 の 際 に は不都合な こ と が多か っ た）。 音域 を拡大 し 、 音量 を 増大 し て、 古典曲 で も 民間 楽 曲 で
も 、 ま た現代の新創作合奏 曲 で も すべて演奏で き る こ と を 目 標 と す る…… （下略） 」 、 そ れ に関連 し て
楽器改良の例では 「 こ れ ら の 改 良 の結果、 新 し い 民族管弦楽団 は、 洋楽オ ー ケス ト ラ 楽曲 の 演奏 ま で
可能 に な っ た。 …… （ 中 路） 民族楽器合奏の方が、 洋楽オーケス ト ラ に よ る 演奏 よ り も 民族的表現 力
に富む も の と し て 中 国 の 大衆 に歓迎 さ れ る こ と に な っ たJ な ど の よ う に、 全体 的 に 一貫 し て賛美 的姿
勢 を貫 い て い る。 読む者 に 中 国 の 楽器改革や創作改編の実験的試みはすべて順調 に成功 し 、 パ ラ 色 の
未来が待ち 受 けて い る か の よ う な 印 象 を 与 え ず に はお か な い と い っ た ら 言い 過 ぎだ ろ う か ？ し か し
なが ら 、 こ の よ う な説明は村松 に 限 っ た こ と で はな く 、 当 時 の 日 本 と し て は あ る 程度止 む を 得な い こ
と だっ た よ う に 思 う。 文化大革命が始 ま っ た当 初で あ り 、 あ の未曾有 の彼壊的行 為 に つ い て ほ と ん ど
の 日 本人は正確 に 知 る 術 を持たなか っ た か ら で あ る。 現在で も そ う し た よ く い え ば楽観的、 実 の と こ
ろ 無原則 に 中 国音楽 を 礼 賛す る 人 々 が ま だ存在 し て い る が、 こ の問 題 に つ い て は こ れ以上深入 り は し
な い。

こ の点、 江波戸 昭 の解説は 「なお、 お 断 り し てお かねばな ら な い の は、 こ の レ コ ー ド の演奏はすべ
て 中 国北京 民族楽団 の メ ンバ ー に よ る も の で、 地元の も の ではな い と い う こ と で あ る。 それだけ、 も
と も と の 泥 く さ さ が失われて、 洗練 さ れた も の に な っ て い る 」 と若干 ク ール に な っ て い る が、 こ れは
レ コ ー ド タ イ ト ルが 中 国 2 （少 数民族） と な っ て い る こ と か ら の配慮ばか り と は い え な い だ、 ろ う 。
1 7セ ンチ盤の方は 1 970年発売で、 江波戸 も 文化大革命 に つ い て も 言及 し て い る か ら 、 そ の 情況 も 多少
把握 し て い た の か も 知れ な い。 いずれ にせよ、 本 レ コ ー ド を 今 日 改め て 聞 き 直す と 、 民謡の演奏ス タ
イ ル はずっ と 泥臭 い 感 じ がす る こ と は 同 じ 曲 の 近年 のCD録音 を 聴 け ば明白 で あ る。 器楽 も 同 様 で、
こ の よ う に 中 国音楽の変容の様相が窺 い知れる と 言 う 意味で、 本 レ コ ー ド に 一 定 の 資料的価値 を見い
だす こ と が可能では な い か。

そ の他、 演奏以外で こ の レ コ ー ド に関連 し て 注 目 し た い の は、 レ コ ー ド 発売 の ほ ぼ1 0年前 に あ た る
1 958年の 中 国歌舞団来 日 公演 で あ る。 当 時は 日 中 聞 に正式な 国交がな く 、 中 国音楽 の 公演 も 少 な か っ
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た た め 、 そ の 注 目 度 は か な り 高 い も の があ っ た と 考え ら れ る 。 そ の意味で、 それは 中 国音楽 に 対 す る
それ ま で の 日 本 人 の イ メ ー ジ に 、 あ る 種のイ ンパ ク ト を 与 え た こ と は想像 に難 く な い 位 へ そ こ で、
本 レ コ ー ド の資料的価値 を よ り 多角 的な角度か ら 判断す る た め に も 、 そ れ に 関連する 情報 に も 言及 し
て お こ う 。
(2) 中 国歌舞団 の プ ロ グ ラ ム と 記録映画 の情報

『都民劇場第 1 0 1 号』 （p. 2） に は 「 四 月 十 日 か ら 東京新宿 コ マ劇場で歌 と 踊 り の 祭典 を く り ひ ろ げ
て い る 『中 国歌舞団』 の一行は、 月 を越 し て五月 に、 い よ い よ都民劇場 の 主催公演へ臨む こ と に な っ
て い る 。 … … （以下略） J と あ り 、 コ ンサー ト の プ ロ グ ラ ム 冊子 に は下記 の よ う な演 目 が記 さ れて い
る 。

中 国歌舞団 コ ンサー ト プ ロ グ ラ ム （演奏者名 は省略）
民族管弦楽合奏 ( 1 ）春江花 月 夜 (2）倍族舞曲（桂川
採茶捕蝶
オル ド ス の踊 り

四 笛独奏 （ 1 ）四季 （2）喜柑逢
五 長網舞
...L.. 古筆独奏 漁舟唱晩／ 、

七 孔雀 の 舞
八 女声小合唱 ( 1 ）花 を かぞえ る （四川 民謡） (2）恋人 に逢 う （東北民謡）
九 紅綱舞
十 荷花舞
十一 琵琶独奏 十面埋伏 （古曲）
十二 阿細眺月
十三 ソ プ ラ ノ 独唱 （ 1 ）超馬調 （馬追 い 歌） (2）放馬 山 歌 （3）務調 （なぞなぞ）
十四 盤子舞
十五 琴 と 等 の 合奏 平沙落雁
十六 扇 の 舞
十七 獅子舞
十八 竜燈
それ に よ る と 、 本 レ コ ー ド に も 収録 さ れて い る 曲 はーの（2）、 九、 十三の（3）の 3 首で、 民謡 （八， 十

三） 、 歌舞曲 （二， 三， 五， 七， 、 九 十． 十二， 十四， 十六， 十七， 十八） 、 器楽曲 （一， 四， 六，
十一） の 3 ジ ャ ン ルで構成 さ れて い る 点は 同 じ で あ る が、 歌舞曲 の 占 め る 割合が多 く 、 ヴ、 イ ジ、 ユ ア ル
的効果 を重視 し て い た こ と が想像 さ れ る。 それに つ い ては梁夢週 ( 1 960、 1 980） が 「… … 1 958年中 国
歌舞団が 日 本 に来演 し た と き 、 中 国 の 民間舞踊 を 日 本へ紹介 し た。 お も な も の は竜 の 舞 （竜灯） 、 獅
子舞、 紅 い 網 の 踊 り （紅網舞） 、 茶摘み と 蝶 と り （採茶捕蝶） な ど で、 み な 生気 に あ ふれ た 舞踊 で あ
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る 。 … …」 と 書 き 記 し て い る こ と か ら も 、 そ の 印 象 に は 強 い も の が あ っ た こ と を伺わせ る 。 そ し て 、
来 日 公演の記録 と 思わ れ る 映画 も 制作 さ れてお り 、 そ の タ イ ト ル に 「獅子舞 と 紅 い 絹 の踊 り 」 の 語句
が用 い ら れて い る （htや：／／www. jmdb. ne. jp/l 959/ci003050. h加入 筆者は こ の 映画 を 見 る 機会 を 得 て い
な い が、 レ コ ー ド 、 文献、 映像 と い う 3 タ イ プの資料 を相互に活用 し 、 そ の相 乗効果 に よ っ て、 そ れ
ぞれの資料の価値 が さ ら に 明確化 さ れ る こ と を期待 し て い る 。

「中 国歌舞団訪 日 記録 獅子 と 蝶 と 紅 い絹J
製作＝ 山 王 プ ロ 配給＝大映 1 959. 07. 1 2  3 巻 6 1 0mカ ラ ー 製作… …福島利夫 武井大 脚本… …
沼沢伊勢三 撮影 … ・ ・ 中 尾俊一郎 録音… ・ ・ ・ 大橋鉄矢 照明 … ・ ・伊藤一男 解説… … 高橋圭三

そ し て、 それ ら を総合 し て み る と 、 本 レ コ ー ド 出版 ま で の 関連事項 の 時間的流れ に は興味深 い も の
が感 じ ら れ る 。

1 958. 3 .  2 5  
1 958. 4 
1 959.  7 .  1 2  
1 965. 1 2. 20 
1 966 - 1 976 
1 967. 9 
1 970. 4 

N ま と め

馬可 （村松一弥訳） 『 中 国 の 民間音楽』 出版
中 国歌舞 団 の 来 日 公演
中 国 歌舞 団記録映画
村松一弥 『 中 国 の 音楽』 出版
文化大革命
30セ ンチ盤 出 版 （解説 ： 村松一弥）
1 7セ ン チ盤 出版 （解説 ： 江波戸昭）

以上の考察の結果、 本 レ コ ー ド に は今 日 の我々 が学び取 る べ き 事柄が多 く 含 ま れ て い る こ と が確認
さ れ、 そ こ か ら 次 の よ う な新 し い 資料的価値 の 一端 を 明 ら か に で き た も の と 考 え る 。

ま ず、 本 レ コ ー ド は収録内容が民謡、 器楽合奏、 歌舞音楽の 3 ジ ャ ンルで構成 さ れ、 関与す る 音楽
家 も 演奏家か ら 編曲 者 ま で顔ぶれが多彩で、 近年 日 本で発行 さ れて い る 中 国音楽のCD の 内 容構成 と
は大 き な違 い が あ る 。 そ し て、 二胡 の独奏が入 っ て い な い こ と に も 注 目 し た い。 それは 中 国歌舞 団 の
演奏 プ ロ グ ラ ム に も 見 ら れな い が、 情報が無か っ た 訳で は な い こ と は、 解説者の村松の訳書 『 中 国 の
民間 音楽』 （pp. 1 68・1 78） に 著 名 な二胡曲 「二泉映 月 J の こ と が取 り 上 げ ら れ て い る こ と か ら も わ か
る 。

次 に 伝統的な演奏ス タ イ ルが聞 け る こ と も 大 き い。 発声の点で は新民話 も 独唱者の部分は伝統的な
も の と 変わ ら な い の で あ る 。 こ の よ う な伝統的ス タ イ ル の 民謡 を 一般 向 け の CDで入手す る こ と は今
日 では ほ と ん ど不可能で あ る 。 過去の 日 本でそれが可能であ っ た こ と は今更なが ら 驚 き と 言わ ざる を
得な い。 し か も 、 器楽曲 を含め今 日 の ス タ ン ダー ド レパ ー ト リ ーが ほ と ん ど を 占 め て い る の で 、 近 年
の録音 と 聞 き 比べ る こ と で、 そ の 変容 も 理解さ れ る と い う 新 し い意義 も 見 い だす こ と がで き る 。

こ の レ コ ー ド は 中 国音楽 を知 る た め の 限 ら れた窓 口 と し て一定期間それな り に機能 し た で あ ろ う が、
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世 の常 と は い え、 い つ の 間 に か忘れ ら れた存在 と な っ て い っ た の で あ る 。 当 然、 それは今 日 容易 に 入
手 で き る わ け で は な い が、 周 知 の 通 り 、 最近 の 演奏の変貌ぶ り や、 日 本発行の 中 国音楽CDは も ち ろ
ん、 中 国発行の も の に も そ う し た伝統的な演奏 を見いだすの が困難な現状 を思 う と 遺憾の極みで あ る 。
そ の 意味 に お い て 、 本 レ コ ー ド は 日 本、 中 国 と も に 「原点回帰」 を 考 え る の に 格好の l 枚で あ り 、 こ
の ま ま 忘れ去 っ て よ い も の で は な い だ ろ う 。 実は、 筆者が入手 し た の は 1 7セ ンチ盤の方が早 く 、 1 972
年頃だ、っ た と 記憶 し て い る 。 そ の後、 30セ ン チ盤は本年 （2004年） の夏、 中 古 レ コ ー ド 店で偶然入手
し た も の で あ る 。 発行時 ( 1 967） よ り 37年の 月 日 が流れて い る こ と 、 そ し て レ コ ー ド 購入後、 ほ ど な
く 古書店で 『 中 国 歌舞団来 日 公演 ( 1 958） プ ロ グ ラ ム』 を も 偶然に入手す る 機会 を得た こ と 、 と も に
収録 曲 の演奏 の愛聴者 と し て あ る 種の感慨 を 覚 え る … …。 それは と も か く 、 日 本の レ コ ー ド 会社 は 中
国音楽のAV ソ フ ト に 関 し て、 女子十二楽坊、 二胡 のCD と い っ た商業至上主義的粗悪 品 を 氾濫 さ せ る
ばか り で は な く 、 後 々 の 世代 に ま で伝 え た く な る よ う な 中 国音楽のCD、 DVD を 制作、 発行 し て も ら
い た い も の で あ る 。

註
注 1 糟山賢治 「圏内接中 国音楽のCDに関する研究J 『広島大学教育学部紀要第二部第47号』 （pp.7 1 -79) 1 998 

注 2 こ こ で い う 来 日 と は 中 国歌舞団 の こ と を指 し て い る

注 3 実際は こ の ほ か に 中 国 一 3 チベ ッ ト も あ る が30セ ンチ盤と は無関係であ る ので取 り 上げな い

注 4 秩歌劇lj w兄妹開荒』 の後書 き に は李波 ら が1 962年 に レ コ ー ド録音を行っ た と 記 さ れて い る

注 5 1 958年中 国歌舞団 の 一員 と し て来 日 し 、 雲南民謡 を歌っ た。 本稿の E を参照

注 6 梁茂春 『中 国 当 代音楽 (1 949-1 989） 』 で は 1 953年成立 と あ り 、 1 958年延安 に帰還後、 ほ どな く 延安歌舞団 に帰属 し 、 1 962年

に解散 し た と 記 し て い る

注 7 『中国民歌選』 『音楽欣賞手冊 （続集） 』 では レ旋法、 『中国近現代音楽史教学参考資料』 で は ソ 旋法 と解釈 し て い る 。

注 8 『都民劇場第 1 0 1 号』 p.3の演 目 の紹介で洛族舞曲 を 「改編 H ・ H ・重量修文、 楽鵬章J と 2 人の連名で書かれてい る と こ ろ を みる

と、 共 同 で ア レ ン ジ し た の か と も恩われる

注 9 中 島 ( 1 974） は 「ー0 一衣帯水 一 中 国 の 音楽事情ー 」 （pp. 1 0- 1 1 ) で次の よ う に述べて い る. r査阜西は 1 958年 （昭和三十

三年） に、 中 国歌舞団の副団長 と し て 日 本 を訪れ、 新宿の コ マ劇場で、 古琴を演奏 し て く れ た の で、 記憶 し て い る 人 も い る と

恩 う 。 も と も と 古琴曲 は、 広 い劇場な どで聞 く べき音楽で は な い 。 ・ ・ （ 中 路） コ マ劇場では、 マ イ ク ロ フ ォ ン を通 し 、 増幅

し て、 ラ ウ ド ス ビ ー カ ー か ら 音 を 流 し て いた。 こ う い う や り 方 に つ い て の わ た く し の疑 問 に 対 し て 、 彼は、 大衆に聞かせ る た

め に は、 こ う い う 方 法 も 必要で、 そ の た め に音楽が変質 し て し ま う と は考 え て い な い と 答 え た。 こ の古い 音楽が、 今 も なお 人

の心を打つ こ と に対 し て 自 信満々 で あ っ た。 」

注 1 0 「佑J は明 ら か に 「洛J の誤植で あ る が一応そ の ま ま 記 し た
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中園芸術研究院音楽研究所編 『恰薩克民歌』 文化芸術出版社、 1982

中 園芸術研究院音楽研究所 《中 国音楽詞典》 編輯部編 『中 国音楽詞典』 人民音楽出版社、 1984

中園芸術研究院音楽研究所 《中 国音楽詞典 ・ 続編》 編縄部編 『中 国音楽詞典』 人民音楽出版社、 1 992

中 国芸術研究院音楽研究所編 『中 国音楽年鑑1 987』 文化芸術出版社、 1 987

中 央音楽学院 《 中 国 近現代音楽史教学参考資料》 編輯小組 『中 国近現代音楽史教学参考資料』 人 民 音 楽 出 版社、 出版年代不明

（前書 き に は 1 986年の署名）

《当代中国》 叢書編輯部 『 当 代 中 国音楽』 当 代 中 国 出版社、 1 997

東方音楽学会編 『 中 国 民族音楽大系 民族器楽巻』 上海音楽出版社、 1 989

中 島健蔵 『証言 ・ 現代音楽の歩み 音楽 と わ た く し』 講談社、 1 974

馬可 （村松一弥訳） 『中 国 の 民間音楽』 音楽之友社、 1 958

文化部文学芸術研究院音楽研究所編 『中国民歌 （第一巻） 』 上海文芸出版社、 1 980

同編 『中 国 民歌 （第二巻） 』 上海文芸出版社、 1 982

北京語言学院 《中国芸術家辞典》 編委会 『中園芸術家辞典現代第一分冊』 湖南人民出版社、 1 98 1

北京語言学院 《中園芸術家辞典》 編委会 『中園芸術家辞典現代第二分冊』 湖南人民出版社、 198 1

北京語言学院 《中園芸術家辞典》 編委会 『中園芸術家辞典現代第三分冊』 湖南人民出版社、 1 982

培山賢治 「音楽j 『 中 国年鑑1 997』 （中 国研究所編） pp.200-20 1 、 新評論社、 1 998

向 上 f音楽」 『中 国年鑑1 998』 （中 国研究所編） pp. 1 93- 1 94、 新評論社、 1 999

村松一弥 『中国 の音楽』 勤草書房、 1 965

吉図泰繍 「音楽資料J 『音楽大事典』 （岸辺成雄ほか編） 平凡社、 198 1

梁茂春 『 中 国 当 代音楽 ( 1 949- 1 989） 』 北京広婚学院出版社、 1 993

梁夢廻 「中国舞踊J 『演劇百科大事典 3 』 （平凡社、 1 960, 1 986) 

『中 国歌舞団 1 958』 1 958 （正確な出版年 月 は明記 さ れて い な い が、 公演の年で あ る 1 958年 と み る の が 自 然）

『都民劇場第1 0 1 号』 財団法人都民劇場、 1 958年 5 月

『秩歌劇 兄妹開荒』 人民音楽出版社、 1 978

【録音資料】 （発行年代順）

[LP レ コ ー ド ］ （出版年が不明 な も の つ い ては録音年代 を 記 し た）

The Peking Opera Official E間emble of the Chinese People's Republic (recorded at the Paris International Festival of Dramatic Art, 
1 955) SERAPHIM 6020 1 、 1 955 （録音年代）

「コ ロ ム ビ ア 世界民俗音楽 シ リ ーズ （ ア ジ ア編） 中国民議 と 民族舞踊幽」 XM・1 7-S 日 本 コ ロ ム ピ ア 、 1 967. 9 

「コ ロ ム ビ ア世界民俗音楽大系 （ア ジ ア編） 中 国 一 1 漢民族」 EX-1 -S 日 本コ ロ ム ビ ア、 1 970. 4 

「 コ ロ ム ピ ア 世界民俗音楽大系 （ア ジ ア編） 中 国 一 2 少数民族」 EX-2-S 日 本 コ ロ ム ビ ア 、 1 970. 4 

「将軍令 中 国放送民族楽団 中 国音楽名 曲選」 TW-800 14、 東芝EMI. 1 980 

「春江花月 夜 中 国 中央民族楽団J VJC-9029-30 ピ ク タ ー音楽産業、 1 980

『 中 国音楽 「伝統 と 現代 シ リ ー ズ』 中央民族楽団 「泰山頒J J HKM-230 1 8、 ア ル フ ァ ム ー ン 1 9 8 1  （録音年代）

「草原情歌 中 悶 中央民族楽団j VJP-2804 1 ビ ク タ ー音楽産業、 1 982

[CD] 

「 中 国民歌精選第一絹」 PCD-5005 広州太平洋影音公司、 199 1

「民歌 ・ 中 国 繍荷包」 CCD-95/523 中 国喝片深珂｜｜公司、 1 995

「民歌 ・ 中国 運牲霊」 CCD-95/525 中 国唱片深刻｜公司、 1 995
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